
全国有数の農業地域である東三河地域の「豊橋田原広域農業推進会議」（構成：ＪＡ

豊橋、ＪＡ愛知みなみ、豊橋市、田原市）が中心となり、地元特産品である次郎柿及び
アールスメロンを香港向けに輸出している。

平成23年度は、原発事故による風評被害の影響を受ける中、豊橋市長・田原市長な
どによるトップセールスを行い、安全・安心な農産物のPRに努めた。

愛知県 豊橋田原広域農業推進会議 （次郎柿、アールスメロンを香港へ）

【販売戦略、工夫した点等】
国内消費量及び販売価格の低迷を受け、平成16年度に地域のＪＡ等による輸

出プロジェクトを立ち上げ、次郎柿のサンプル輸出を開始。平成18年度から行政
も参画して官民一体となった取組を継続中。海外見本市への出展や現地におけ
る試食販売などを継続して実施している。

【輸出によるプラスの効果等】
・ マスコミ等に取り上げられることで、生産者の意識が向上。
・ 検疫対策に取り組む中で工程管理の重要性を感じ、ＪＧＡＰ認証取得を目指す
取組を開始。

【出展した国際見本市等】
FOOD TAIPEI 2009 他

【ウェブサイト】 http://www.toyohashi-tahara.jp/

【柿及びメロンの輸出量（推進会議取扱数量調べ）】

次郎柿： 平成21年度 1.2 ｔ →平成22年度 2.4 ｔ →平成23年度 1.0 ｔ
アールスメロン：平成21年度 2.8 ｔ →平成22年度 3.5 ｔ →平成23年度 2.8 ｔ

香港でのメロン販売

田原市長による店頭での試食販売


